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DER POC パックの開発と挑戦

2025年03⽉27⽇

ASPICアワード2024 準グランプリ受賞特別研究会

〜 『 ⽣成AI＋POC Platform 』 が切り開く新しい世界 〜
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DER POC パックサービス とは

DER（分散エネルギー資源）を 統合的に、監視・制御する IoTソリューション

需要家が所有する太陽光発電、蓄電池、電気⾃
動⾞などは各地に分散している。これらを統合して
電源として活⽤できる仕組みを実現する

DERの統合管理ソリューション

① 多様化する機器・規格への対応

② ネット接続ができない機器が多い

③ 安価な中国製機器のシェア増加中

④ 海外クラウドへのデータ蓄積のリスク

⑤ 解決するスピード感の⽋如

DERの現状と課題
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DER（分散エネルギー資源）とは

送電線
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供給側 需要側

変電所
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配電線 計量器
Distribution

事業者

家庭

需要側が所有する 太陽光発電や蓄電池、電気⾃動⾞など を電源にすること

⽔⼒発電所

⽕⼒発電所
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2050年カーボンニュートラル達成を⽀える⼿段として注⽬

CO2回収・再利⽤を最⼤限活⽤

⺠⽣
1.1億トン

産業
3.0億トン

運輸
2.0億トン

⾮
電
⼒

電
⼒ 4.5億トン

3.6億トン

⺠⽣
0.9億トン

産業
3.3億トン

運輸
1.5億トン

注︓数値はエネルギー起源CO2
※DACCS︓CO2の直接⼤気回収（Direct Air Capture）・貯留(Storage)

炭
素

除
去

化⽯燃料

⽔素、メタネーション、合成燃料、バイオマス

電化

脱炭素電源
再エネ

原⼦⼒
⽕⼒＋CCUS/ｶｰﾎﾞﾝﾘｻｲｸﾙ

⽔素・アンモニア

植林、
DACCSなど

2018年
10.6億トン

2030年ミックス
9.3億トン（▲25%）

2050年
排出＋吸収で実質0トン

（▲100%）

※

出典︓成⻑戦略会議（第6回）（2020年12⽉25⽇）資料を⼀部加⼯
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DER（分散エネルギー資源）の現状と課題
現状、DER統合管理ソリューションの開発には、数多くの課題があり、難しい

需要家が所有する太陽光発電、蓄電池、電気⾃
動⾞などは各地に分散している。これらを統合して
電源として活⽤できる仕組みを実現する

DERの統合管理ソリューション

5

DERの現状と課題

① 多様化する機器・規格への対応

② ネット接続ができない機器が多い

③ 安価な中国製機器のシェア増加中

④ 海外クラウドへのデータ蓄積のリスク

⑤ 解決するスピード感の⽋如
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どうすれば良いか、皆悩んでいる

出典︓2024年9⽉東⼤⽣産研主宰・需要側電⼒システム研究会におけるアンケートより
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そこで、POC（ Proof Of Concept ）の出番

コンセプトを作成し、検証するプロセスで、「概念実証」と訳されます。新しいアイデ
アや技術、サービスなどの実現可能性を検証する⽬的で実施され、アイデアや技
術の実現性・⽅向性を確認したうえで製作する試作品がプロトタイプです。

START １ ２ ３ ４ ５ GOAL

事前調査 コンセプト作成 戦略の作成 試作品作成 製品化

検証プロセス 検証プロセス 検証プロセス

製品・サービスの開発プロセスのDX化

⽣成AI活⽤ ⽣成AI活⽤ ⽣成AI活⽤

社会実装化検討開始

（市場化）
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POCでは利益がでない（その後の受注が前提）

億円

百万円

⼤⼿コンサル領域
（数〜10億円）

⼤⼿ベンダー領域
（数千万円〜数億円）

中⼩ベンダー領域
（数百〜数千万円）

ビジネスの空⽩領域
（数⼗〜数百万円）

1/10

1/10

1/10

個⼈レベルの取組領域
（お試し〜数⼗万円）

⼗億円

万円

システム構築費⽤

個別受注⽣産

⾒込⽣産/⼤量⽣産

⾒込⽣産/⼤量⽣産
＋受注⽣産

多品種少量⽣産

個別⽣産

⽣産⽅式

1/10

個別受注開発

パッケージソフト開発

エンドユーザコンピューティング
＝ITツール（EXCEL）＋DIY

パッケージソフト
＋アドオン/カスタマイズ開発

ノーコード/ローコード開発

開発⽅式

千万円
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成功したPOC（概念実証）は少ない

POCをやった後に思ったこと

POC疲れ、POC貧乏という⾔葉が溢れている、POCを成功させるのは難しい

POCをやる前に思っていること

① 試⾏錯誤の繰り返しで⼤変だった

② 想定以上の時間と費⽤が掛かる

③ ニーズが変化し、不要になった

④ ベンダーに丸投げになってしまった

⑤ POCでなく最終製品を作ってしまった

①技術的課題を早期に発⾒可能

②開発リスクを減らせる

③無駄な機能やコストを減らせる

④社内稟議や投資判断に役⽴つ

⑤社内⼈材不⾜で実施を躊躇する



Copyright©2025 IoT-EX Inc. All rights reserved 10

試⾏錯誤＝ベンダー間、システム間連携調整のやり直し

システムベンダ

ワンストップ

システムベンダ

中継回線会社/
中継機メーカー

ベンダで選ぶ ⾃由な組合せベンダが限定

⼤⼿統合
システムベンダ

調整システムベンダ

端末メーカー

調整

調整

技術調整、利害調整、コスト調整、プロジェクト管理の⼤変さ

端末メーカー

調整

顧客
¥

発注パターン

楽ちん↓⾼価↑ 端末が限定 端末で選ぶ ⾯倒↑・安価↓メリット

デメリット

サーバ

中継機

端末端末メーカー

回線

IoTシステムの
構成要素

アプリ
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POCで利益がでない理由⼀覧
ユーザの選択肢が少ない

アプリケーション︓対応するデバイスの追加が困難である（メーカーの固定化ともいう)
デバイス ︓対応するアプリケーションの追加が困難である（ベンダーの固定化ともいう)

← 相互接続性がない、ともいいます

想定以上の期間とコスト

開発 ︓複数社との協業が必須で、企画・開発・検証期間がコストに直結
データ活⽤ ︓プロトコルやフォーマットがバラバラでそのままでは使えない

導⼊後発⽣する想定外のコスト

運⽤保守 ︓監視、障害対応（停⽌させない）、信頼性（SLA）、拡張性（利⽤者増）
セキュリティ ︓導⼊後に新たな攻撃⽅法や、脆弱性が発⾒され、対応が必要になる

← 費⽤対効果がない、投資を回収できない

← いつまで経っても儲からない
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これらを丸投げできる POC Platform があれば

システムベンダ

ワンストップ

システムベンダ

中継回線会社/
中継機メーカー

ベンダで選ぶ ⾃由な組合せベンダが限定

⼤⼿統合
システムベンダ

調整システムベンダ

端末メーカー

調整

調整

技術調整、利害調整、コスト調整、プロジェクト管理の⼤変さ

端末メーカー

調整

顧客
¥

発注パターン

楽ちん↓⾼価↑ 端末が限定 端末で選ぶ ⾯倒↑・安価↓メリット

デメリット

サーバ

中継機

端末

IoTシステムの
構成要素

端末メーカー

アプリ

回線

POC Platform
BaaS

（Backend as a Service）
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試⾏錯誤（=⼿戻り） の繰り返し

システム化されないもの

試⾏錯誤には、通常システム化されない、費⽤対効果がないものが含まれる

システム化されるもの

①⾮定型業務（毎回異なる業務）

②単発・突発的な業務（その場限り）

③利⽤者数が少ない（割り勘不可）

開発費⽤＞効果

①定型業務（標準化可能な業務）

②繰り返し業務（開発費⽤/回数）

③対象者が多い（開発費⽤/⼈数）

開発費⽤＜効果
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試⾏錯誤（=⼿戻り） に最適な 『⽣成AI』

システム化されないもの

⽣成AI（3300円/⽉＝110円/⽇）を活⽤すれば、費⽤対効果を逆転できる

システム化されるもの

①⾮定型業務（毎回異なる業務）

②単発・突発的な業務（その場限り）

③利⽤者数が少ない（割り勘不可）

開発費⽤＞効果

①定型業務（標準化可能な業務）

②繰り返し業務（開発費⽤/回数）

③対象者が多い（開発費⽤/⼈数）

開発費⽤＜効果

開発費⽤＜効果⽣成AI（3300円/⽉＝110円/⽇）を活⽤
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⽣成AIを活⽤した POC Platform の誕⽣

システムベンダ

ワンストップ

システムベンダ

中継回線会社/
中継機メーカー

ベンダで選ぶ ⾃由な組合せベンダが限定

⼤⼿統合
システムベンダ

調整システムベンダ

端末メーカー

調整

調整

技術調整、利害調整、コスト調整、プロジェクト管理の⼤変さ

端末メーカー

調整

顧客
¥

発注パターン

楽ちん↓⾼価↑ 端末が限定 端末で選ぶ ⾯倒↑・安価↓メリット

デメリット

サーバ

中継機

端末

IoTシステムの
構成要素

端末メーカー

アプリ

回線

POC Platform
BaaS

（Backend as a Service）



Copyright©2025 IoT-EX Inc. All rights reserved 16

DER POC パックサービス の紹介
DER（分散エネルギー資源）を 統合的に、監視・制御する IoTソリューション

需要家が所有する太陽光発電、蓄電池、電気⾃
動⾞などは各地に分散している。これらを統合して
電源として活⽤できる仕組みを実現する

DERの統合管理ソリューション

① 多様化する機器・規格への対応

② ネット接続ができない機器が多い

③ 安価な中国製機器のシェア増加中

④ 海外クラウドへのデータ蓄積のリスク

⑤ 解決するスピード感の⽋如

DERの現状と課題
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システム構成図

⑨ 太陽光
ECONET-Lite

DER操作アプリ

➉ 蓄電池
ECONET-Lite

⑳ EVPS
ECONET-Lite

② インターネット回線

⑤ インターネット回線

⑧ 構内LAN

DER機器
対応プロトコル

＠クラウド（AWS）

@Windows mini PC

① ⾃作プログラム（ Python等）

EUC（End User Computing）

……

17
https://echonet.jp/web_api_guideline/

DER PoC パックで提供されるもの

③ IoT-HUB Web API
④ IoT-HUB
⑥ IoTルーター
⑦ エコーネット コンソーシアム

ECHONET-Lite Web API Device
Description(JSON) 対応ドライバ

⾃分で⽤意する必要があるもの

②、⑤ インターネット回線
⑧ 構内LAN
⑨➉…⑳ 多種多様なDER機器

⾃分で開発する必要があるもの

① DER監視・制御⽤アプリ（ URL : https://github.com/takuroumi/der_tester ）

④ クラウド相互接続基盤サービス（ IoT-HUB ）

⑥ ローカル相互接続基盤サービス（IoTルーター）

③ IoT-HUB Web API

⑦ ECHONET-Lite Web API 対応ドライバ

Githubに、動作確認済みの監視アプリ、
制御アプリを公開中
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特徴︓短納期＆低価格＆⼿厚いサポート

導⼊費⽤︓初期費⽤ 26.5万円（現地設置費⽤込・交通費は別途）、⽉次費⽤ １万円

すぐに使い始められる︓実際に現地に⾏き、弊社がDER接続し、動作確認まで⾏うため
遠隔からフルサポート︓運⽤開始後は、リモートアクセス対応、セキュリティ更新なども⾃動化できるため

アプリ開発が苦⼿な⼈でも⼤丈夫︓命令と値だけを⼊⼒するだけのノーコードアプリも提供（オプション）
オプション費⽤︓初期費⽤ 1万円、⽉次費⽤ 3,300円

全ての作業をサポート・代⾏可能︓⾃分で開発したり、⽤意する必要があるものも全てサポート・作業代⾏可能
サポート・代⾏費⽤︓時給1万円/hから

オンサイトサポートも可能︓対⾯、現地での作業を希望する場合も対応可能
実費精算は別途︓宿泊、交通費（時間帯により前⽇⼊りする場合を含む）は実費精算
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基本ロジックアプリ（Python）はコピーするだけ

19

GitHubに公開されているのは、DERの個別監
視・制御するアプリなので、⽣成AI等を活⽤し、
独⾃の統合管理ロジック部分だけを開発すれば、
簡単に、統合監視・制御アプリが開発できます。

公開URL︓ https://github.com/takuroumi/der_tester

本サービスの導⼊⼿順

① IoT PoC パックの利⽤を申し込む
② IoT-HUB Web API のAPIキーを受け取る
③ DERを特定する情報を受け取る
④ アプリを開発、⼜はGitHubからコピーする
⑤ アプリにAPIキーとDER特定情報を設定する
⑥ DERをLANに接続する（IoT-EX作業）
⑦ IoT-EX社が疎通確認する（IoT-EX作業）
⑧ Pythonアプリをコマンドラインから実⾏
⑨ DERの応答結果を確認

独⾃の統合監視制御アプリ開発
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独⾃の統合管理制御ロジックアプリを開発する
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GitHubに公開されているのは、DERの個別監
視・制御するアプリなので、⽣成AI等を活⽤し、
独⾃の統合管理ロジック部分だけを開発すれば、
簡単に、統合監視・制御アプリが開発できます。
公開URL︓ https://github.com/takuroumi/der_tester

本サービスの導⼊⼿順
① IoT PoC パックの利⽤を申し込む
② IoT-HUB Web API のAPIキーを受け取る
③ DERを特定する情報を受け取る
④ アプリを開発、⼜はGitHubからコピーする
⑤ アプリにAPIキーとDER特定情報を設定する
⑥ DERをLANに接続する（IoT-EX作業）
⑦ IoT-EX社が疎通確認する（IoT-EX作業）
⑧ Pythonアプリをコマンドラインから実⾏
⑨ DERの応答結果を確認

独⾃の統合監視制御アプリ開発
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⽣成AI と POC Platformで、POC開発を加速する

システムベンダ

ワンストップ

システムベンダ

中継回線会社/
中継機メーカー

ベンダで選ぶ ⾃由な組合せベンダが限定

⼤⼿統合
システムベンダ

調整システムベンダ

端末メーカー

調整

調整

技術調整、利害調整、コスト調整、プロジェクト管理の⼤変さ

端末メーカー

調整

顧客
¥

発注パターン

楽ちん↓⾼価↑ 端末が限定 端末で選ぶ ⾯倒↑・安価↓メリット

デメリット

サーバ

中継機

端末

IoTシステムの
構成要素

端末メーカー

アプリ

回線

POC Platform
BaaS

（Backend as a Service）
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ご清聴ありがとうございました。

⽣成AIの誕⽣で、これまでシステム化の対象にならなかったものもシステム化
でき、短納期、低コストで試⾏錯誤が可能になりました。

『 ⽣成AI + POC Platform 』 の可能性は益々広がっています。

ご興味のある⽅は、以下のメールまで ご連絡ください。

IoT-EX株式会社 松村淳（ Jun.matsumura@iot-ex.co.jp ）
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次は、試作品（プロトタイプ）の開発
コンセプトを作成し、検証するプロセスで、「概念実証」と訳されます。新しいアイデ
アや技術、サービスなどの実現可能性を検証する⽬的で実施され、アイデアや技
術の実現性・⽅向性を確認したうえで製作する試作品がプロトタイプです。

START １ ２ ３ ４ ５ GOAL

事前調査 コンセプト作成 戦略の作成 試作品作成 製品化
検証プロセス 検証プロセス 検証プロセス

製品・サービスの開発プロセスのDX化

⽣成AI活⽤ ⽣成AI活⽤ ⽣成AI活⽤

社会実装化検討開始
（市場化）

⽣成AI活⽤
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POC Platform を活⽤したプロトタイプの作成

Pit-2G
⽇東⼯業社製

Curl / Python等

クラウド相互接続基盤サービス（ IoT-HUB ）

DER操作アプリ EUC

EVPS
ニチコン社製

エアコン
東芝社製

AI サービス
Web API

ローカル相互接続基盤サービス（IoTルーター）

ネット回線（広域通信網）

ネット回線（広域通信網）

LAN（構内情報通信網）

機器及びサービス
ECONET-Lite

＠クラウド（AWS）

@Windows mini PC

IoTサービス

ノーコード汎⽤アプリ オーダーメイド（受託開発）

専⽤Webアプリ

Web API Web API 専⽤アプリドライバ

Pit-2Gドライバ EVPSドライバ エアコンドライバ

AI ドライバ
④IoT-HUB

⑥IoTルーター

①IoTサービス

②Web API
③アプリドライバ

➄AIドライバ

⑦Pit-2Gドライバ
⑧EVPSドライバ
⑨ヒータードライバ

利⽤料

⽣成AIにより⾃然⾔語
での問い合わせを実現
するサービス
最適な需要側電⼒を含む
需給調整ロジックの実装等
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プロトタイプ（ノーコードアプリ）開発費⽤

お気軽にお問い合わせください
No 専⽤ドライバ開発費⽤ 単価 数量 回数 ⾦額 備考
1 ドライバ開発費⽤（⽬安） ¥400,000 1 1 ¥400,000 ゼロから調査が必要な場合は、調査費⽤は別途
2 ドライバ調査費⽤（難易度・調査期間による） ¥400,000 1 0 ¥0 着⼿から情報を⼊⼿するまでに半年のケースもあり

¥400,000 

No 専⽤Webアプリ開発費⽤ 単価 数量 回数 ⾦額 備考
1 企画・設計・開発・検証 ¥5,000,000 1 1 ¥5,000,000 開始から終了まで３ヶ⽉程度の規模の案件の場合

¥5,000,000 

No 専⽤Webアプリ保守費⽤ 単価 数量 回数 ⾦額 備考
1 専⽤Webアプリ開発費⽤の20% ¥1,000,000 1 1 ¥1,000,000 企画から検証までのアプリ開発費⽤の20%

¥1,000,000 


